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「
買
地
券
」
は
中
国
に
源
を
発
す
る
考
古
遺
物
で
、
墓
地
を
正
当
に
購
入
し
た
こ
と
を

証
明
す
る
売
買
契
約
書
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
多
く
は
冥
界
の
神
々
か
ら
購
入
し
た
と
す

る
非
現
実
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
遺
体
と
と
も
に
墓
中
に
埋
納
す
る
こ
と

で
、
死
者
の
安
ら
か
な
眠
り
を
願
う
の
で
あ
る
。

中
国
で
は
後
漢
時
代
（
一
世
紀
）
か
ら
そ
の
事
例
を
確
認
で
き
、
地
域
に
よ
っ
て
は
二

一
世
紀
の
今
日
ま
で
作
成
さ
れ
続
け
て
い
る
と
い
う
。
長
期
に
わ
た
る
文
化
だ
け
あ
っ

て
、
発
掘
品
や
伝
世
品
と
し
て
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
も
膨
大
な
点
数
に
の
ぼ

る
。
一
方
で
周
辺
国
で
は
、
管
見
の
限
り
で
は
朝
鮮
半
島
で
三
点
、
日
本
で
二
点
の
買
地

券
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
日
本
で
は
岡
山
県
倉
敷
市
で
奈
良
時
代
の
も
の
が
一
点
、

福
岡
県
太
宰
府
市
で
奈
良
～
平
安
初
期
の
も
の
が
一
点
、
そ
れ
ぞ
れ
出
土
し
て
い
る
。
朝

鮮
半
島
で
は
、
韓
国
忠
清
南
道
公
州
市
で
百
済
武
寧
王
（
六
世
紀
）
の
も
の
が
一
点
出
土

し
て
お
り
、
残
り
の
二
点
は
高
麗
時
代
（
一
二
世
紀
）
の
も
の
で
、
現
在
は
ソ
ウ
ル
の
国

立
中
央
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
は
高
麗
の
都
の
あ
っ
た
開
京
（
北
朝

鮮
の
開
城
）
周
辺
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
た
び
、
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
の
買
地
券
を
、
豊
富
な
図
版
と
と
も
に
一
覧
で
き
る

書
籍
『
黄
泉
の
国
と
の
契
約
書
―
東
ア
ジ
ア
の
買
地
券
』
を
作
成
し
た
。
そ
の
作
成
に
あ

た
り
、
あ
ら
た
め
て
関
連
論
文
を
探
索
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
朝
鮮
の
事
例
を
新
た
に
一
点

追
加
で
き
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
高
麗
墓
誌
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
金
龍
善
氏
（
翰
林

大
学
校
名
誉
教
授
）
の
論
文
「
新
し
い
高
麗
墓
誌
銘
七
点
」（『
史
学
研
究
』
一
〇
〇
、
二

〇
一
〇
年
）
に
、「（
僧
）
某
氏
墓
誌
銘
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
金
龍
善
氏

も
こ
れ
を
一
種
の
買
地
券
で
あ
る
と
し
、
そ
の
釈
文
と
小
さ
な
写
真
図
版
も
掲
載
さ
れ
て

い
る
の
だ
が
、
買
地
券
も
墓
誌
の
一
種
で
あ
る
と
の
判
断
か
ら
「
墓
誌
銘
」
と
名
付
け
ら

れ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
買
地
券
研
究
で
は
見
逃
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

論
文
に
は
個
人
蔵
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
知
人
を
介
し
て
金
龍
善
氏
に
連
絡

を
と
っ
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
関
係
者
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
り
、
現
在
は
東
谷
博
物

館
（
全
羅
南
道
光
州
広
域
市
、
二
〇
二
〇
年
開
館
）
の
所
蔵
に
帰
し
て
い
る
こ
と
、
同
館

館
長
の
ご
好
意
で
再
撮
影
を
し
て
画
像
デ
ー
タ
を
共
有
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ

た
。
そ
の
後
、
数
十
枚
も
の
精
細
な
画
像
デ
ー
タ
が
届
け
ら
れ
、
そ
の
お
か
げ
で
釈
文
を

大
幅
に
追
加
・
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
大
き
な
収
穫
は
「
兎
山
郡
」
と
い
う
具

体
的
な
地
名
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
た
点
で
あ
る
。

買
地
券
の
多
く
は
、
冒
頭
に
被
葬
者
に
関
す
る
情
報
（
名
前
や
肩
書
、
本
籍
地
や
墓
の

所
在
地
な
ど
）
が
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
本
資
料
は
冒
頭
部
分
の
文
字
が

欠
損
・
剥
落
し
、
被
葬
者
に
関
す
る
情
報
を
ほ
と
ん
ど
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
金
龍
善

氏
が
「
僧
」
と
し
て
い
る
の
も
類
例
か
ら
の
推
測
に
過
ぎ
な
い
。
今
回
、「
兎
山
郡
」
と

い
う
開
京
近
郊
の
具
体
的
な
地
名
が
判
明
し
た
こ
と
で
、
本
資
料
も
や
は
り
開
城
周
辺
か

ら
の
出
土
品
で
あ
る
と
の
推
測
が
可
能
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
上
記
書
籍
で
は
、
資
料
名
を

「
兎
山
郡
買
地
券
」
と
表
記
す
る
こ
と
に
し
た
。

高
麗
時
代
の
買
地
券
は
、
同
時
代
の
中
国
買
地
券
に
み
え
る
典
型
的
な
文
例
を
も
と
に

記
さ
れ
て
お
り
、
兎
山
郡
買
地
券
も
そ
の
例
に
漏
れ
な
い
。
そ
う
思
っ
て
観
察
し
て
い
く

と
、
本
資
料
は
上
下
が
大
き
く
欠
落
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
と
な
る
と
、
欠

落
の
断
面
に
わ
ず
か
に
残
る
字
画
を
観
察
す
れ
ば
、
よ
り
正
確
な
釈
読
が
可
能
で
は
な
い

か
。
し
か
し
精
細
な
画
像
デ
ー
タ
で
も
、
そ
こ
ま
で
の
観
察
は
難
し
い
。

そ
こ
で
二
〇
二
二
年
一
一
月
末
、
出
入
国
時
の
検
査
が
よ
う
や
く
緩
和
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
東
谷
博
物
館
で
の
実
物
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。
金
大
煥
館
長
を
は
じ
め

と
す
る
同
館
ス
タ
ッ
フ
の
全
面
的
な
協
力
の
も
と
、
実
物
を
手
に
と
っ
て
の
熟
覧
調
査
の

時
間
を
与
え
ら
れ
、
予
想
し
た
字
画
の
多
く
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
石
材
の

特
性
に
も
と
づ
く
表
面
剥
落
の
状
況
や
形
体
的
特
徴
な
ど
、
実
物
で
し
か
わ
か
ら
な
い
数

多
く
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
精
細
な
デ
ジ
タ
ル
撮
影
画
像
の
有
効
性
と
、
そ
れ

で
も
な
お
実
物
調
査
の
必
要
性
と
を
、
こ
こ
数
年
のCO

V
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に
よ
る
調
査
困
難
な
時

期
を
経
て
、
あ
ら
た
め
て
実
感
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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実
物
調
査
を
ふ
ま
え
て
作
成
し
た
の
が
、
以
下
の
復
原
釈
文
案
で
あ
る
。

［　　　　　　
］甲
子
二
月
朔
己〔

乙
〕

未
高
麗［　　　　　
］南
面
進［　　　　　　
］
　
　

［　　　　
］一
所
兎
山
郡
□［　　　　　
］二
千
二
百
五
十
文
就
皇
天
父
后
土
母　

※

社
稷
十
二
辺
買
得
前
件
墓
田
周
流［　　

］

〔
一
頃
カ
〕

東
至
青
龍
西
至
白
虎
南
至　　

朱
雀
北
□

〔
至
カ
〕玄

武
上
至
蒼
天
陸
至
分
明
即
日
銭
財
分
付
天
地
神
明　

※

了
保
人
張
陸
李
定
度
知
見
人
東
王
公
西
王
母
書
契
人
石
功
曹
読
契　　

人
金
主
薄
書
契
人
飛
上
天
読
契
人
入
黄
泉
已
後
不
得
輙　

※

有
侵
奪
先
有
居
壹〔

台
〕

者
永
避
万
里
若
違
此
約
地
府
主
吏　　

自
受

（
ま
た
は
当
）其

禍
主

（
ま
た
は
生
）人

内
外
存
亡
悉
皆
安
吉
急
急
如
五
帝
使　

※

者
女
青
律
令

（
※
の
行
は
天
地
逆
に
記
さ
れ
る
。
青
文
字
は
推
定
で
追
加
し
た
）

「
甲
子
二
月
朔
己〔

乙
〕未

」
よ
り
一
二
〇
四
年
の
作
成
で
あ
る
こ
と
、
墓
地
の
購
入
金
額
は

二
二
五
〇
文
で
あ
り
、
皇
天
父
・
后
土
母
・
社
稷
十
二
辺
と
い
っ
た
神
々
か
ら
購
入
し
て

い
る
こ
と
、
売
買
契
約
の
保
証
人
も
張
陸
・
李
定
度
・
東
王
公
・
西
王
母
な
ど
、
中
国
宋

代
の
買
地
券
に
頻
出
す
る
道
教
神
仙
た
ち
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
資
料
の
内
容
は
、

中
国
陝
西
省
出
土
の
馬
徳
元
買
地
券
（
一
一
一
七
年
）
と
の
共
通
点
が
多
く
、
宋
代
に
広

く
流
通
し
た
文
例
を
も
と
に
作
文
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
高
麗
と
中
国
と
の

密
接
な
交
流
を
窺
わ
せ
る
事
例
と
言
え
よ
う
。

上
述
の
書
籍
『
黄
泉
の
国
と
の
契
約
書
―
東
ア
ジ
ア
の
買
地
券
』
に
は
、
兎
山
郡
買
地

券
を
は
じ
め
、
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
の
買
地
券
に
関
す
る
調
査
・
研
究
の
成
果
を
ま
と
め

て
い
る
。
架
空
の
契
約
書
と
い
う
不
思
議
な
存
在
を
単
純
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

が
、
具
体
的
な
文
物
を
通
し
て
、
前
近
代
東
ア
ジ
ア
の
活
発
な
文
化
交
流
の
様
相
を
描
き

出
そ
う
と
い
う
試
み
で
も
あ
る
。
ぜ
ひ
と
も
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
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